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はじめに 

 

食品表示部会において、同部会設置・運営規程第四条に基づき、部会の下に

「栄養表示に関する調査会」、「生鮮食品・業務用食品の表示に関する調査会」、

「加工食品の表示に関する調査会」の３つの調査会を設置し、専門的事項の調

査審議を行った。 

加工食品の表示に関する調査会（以下「調査会」という。）では、加工食品関

係の個別品質表示、基準等の整理・統合、現行制度に係る用語の統一、アレル

ギー表示、レイアウト及び文字の大きさ等について７回にわたって検討を行っ

た。について検討を進めてきた。 

 本報告書は、７回にわたる調査会における審議結果をまとめたものである。 
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１． 加工食品の表示方法等の作成方針について 
 
現行の食品衛生法第 19条第１項の規定に基づく表示の基準に関する内閣府令

（平成 23 年内閣府令第 45 号。以下「表示基準府令」という。）、食品衛生法第

19 条第１項の規定に基づく乳及び乳製品並びにこれらを主要原料とする食品の

表示の基準に関する内閣府令（平成 23 年内閣府令第 46 号。以下「乳等表示基

準府令」という。）では、対象となる食品について名称、期限表示、添加物等を

容器包装に記載することが義務付けられている。 

また、現行の農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律（昭和 25

年法律第 175号。以下「ＪＡＳ法」という。）に基づく加工食品品質表示基準（平

成 12年農林水産告示第 513号）では、名称、原材料名、内容量等の表示が義務

付けられているほか、図１－１のとおり 46の個別品質表示基準により、個別の

表示義務が課せられている。 

これらの基準を、用語の定義を整理・統一した上で 1、食品表示基準案（以下

「新基準案」という。）として統合することがとりまとめられた。 

現行基準の統合にあたっては、加工食品の表示事項を横断的事項と個別的事

項に区分し、食品表示において共通的な要素を持つものは、可能な限り、横断

的事項として整理する方針とすることが示された。（図１－１）。食品関連事業

者等は、一般消費者向けの加工食品を扱う事業者、業務用の加工食品を扱う業

者、食品関連事業者以外の加工食品を販売する者に区分され、各々が遵守すべ

き基準が各節に記載されることとなる。 

現行の食品衛生法、ＪＡＳ法等の各表示基準を横断的事項と個別的事項に再

整理する考え方が表１－１のとおり考え方が示され、名称、アレルゲン、保存

の方法、消費期限又は賞味期限、原材料名、内容量、製造業者等の氏名又は名

称及び住所等の表示、原料原産地名、遺伝子組換え食品等は横断的事項とする

こと、食品別に定められた事項等は個別的事項とすることの方向性がとりまと

められた。 

 

  

1 「製造」「加工」の定義は生鮮食品・業務用食品の表示に関する調査会報告書２－１で記載する。 
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表１－１ 横断的事項と個別的事項の考え方 

横断的事項に

整理するもの 

原則として、加工食品全般に義務付けるもの 

〔名称、保存の方法、消費期限又は賞味期限、原材料名、添加

物に関する事項、栄養成分の量及び熱量、内容量、食品関連事

業者の氏名又は名称及び住所等〕 

横断的事項であって、個別の食品に表示の方法の規定を設けて

いるもの 

〔名称、原材料名、内容量等〕 

加工食品のうち、一定の要件を満たした食品に義務付けるもの

〔アレルゲン、原産国名、原料原産地名、遺伝子組換え食品等〕 

個別的事項に

整理するもの 

現行のＪＡＳ法に基づく個別の品質表示基準で個別の食品に

限定して義務付けるもの 

〔皮の率、衣の率、形状、粒の大きさ、豆乳の用語、合成酢で

ある旨、使用上の注意、加熱調理の必要性濃縮トマト還元、も

どし原料使用、加糖等〕 

現行の表示基準府令及び乳等表示基準府令（以下「表示基準府

令等」という。）で個別の食品に限定して義務付けるもの 

〔加熱の必要性の有無（冷凍食品、ゆでがに）、殺菌又は除菌

を行っていない旨（ミネラルウォーター類）、殺菌した乳酸菌

飲料である旨、乳製品である旨等〕 
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２． 加工食品の横断的事項の表示について 

 

２－１ 名称の表示の方法 

名称の表示方法は、原則、現行のＪＡＳ法に基づく加工食品品質表示基準第

４条第１項に規定されている「その内容を表す一般的な名称を記載すること」

を共通ルールとするが、個別の品質表示基準において規定されている名称の表

示の方法については、消費者の商品選択上必要なルールであることから、新基

準においても現行どおり規定し、原則、品目毎に整理する方向性がとりまとめ

られた。 

 

２－２ 原材料名の表示の方法 

（１） 原材料名の表示順序 

原則として現行の加工食品品質表示基準第４条に規定される「使用した原材

料を、食品添加物以外の原材料及び食品添加物の区分により、原材料に占める

重量の割合の多いものから順に記載すること」を基本ルールとする方向性がと

りまとめられた（図２－１）。 

このため、現行の個別の品質表示基準で、食品添加物以外の原材料及び食品

添加物を区分せずに重量順で表示するように規定されている、パン類、食用植

物油脂、ドレッシング及びドレッシングタイプ調味料、風味調味料の４品目に

ついては基準の統一を図る観点から、食品添加物以外の原材料及び食品添加物

の区分により、原材料に占める重量の割合の多いものから順に表示するよう、

変更案が示され、とりまとめられた。 

 

図２－１ 原材料名の表示例 

 

 

（２） 複合原材料（２種類以上の原材料からなる原材料）の表示方法 

原則として、現行の加工食品品質表示基準第４条に規定される「複合原材料

の名称の次に括弧を付して、当該複合原材料の原材料を当該複合原材料の原材

料に占める重量の割合の多いものから順に、その最も一般的な名称をもって記

載すること」を基本ルールとするが 
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①（Ｐ）中間加工原料を使用した場合であって、消費者がその内容を理解で

きない複合原材料の名称の場合 

②（Ｐ）中間加工原料を使用した場合であって、複数の原材料を単に混合（合

成したものは除く。）しただけなど、消費者に対して中間加工原料に関する情報

を提供するメリットが少ないと考えられる場合 

においては図２－２のように、構成する原材料を個々に分割して表示するこ

とを可能とする方向性が示された。 

 しかしながら、複合原材料による表示、分割して表示する方法、どちらかの

表示を選択できる形としたため、混乱を招くとの意見が出され、継続審議とな

った（Ｐ）。 

 

図２－２ 

複合原材料を構成する原材料を個々に分割して表示した場合の表示例 

（○○ミックス粉とバターを使用して製造された製品） 

 

 

 

（３）原材料名の一部まとめ書き 

現行のＪＡＳ法に基づく個別の品質表示基準のうち複数の品目で規定されて

いる同種の原材料のまとめ書き、複数の加工食品を組み合わせた製品の構成区

分ごとのまとめ書き、砂糖と砂糖混合異性化液糖を使用した場合のまとめ書き

については、表２－１のとおり方向性がとりまとめられた。 

  

8 



表２－１ 原材料名の一部まとめ書きの表示例 

 
 

（４） 簡略表記 

現行のＪＡＳ法に基づく加工食品品質表示基準第４条 2に規定する原材料名

の簡略表示については、現行基準のまま、横断的事項に規定する方向性がとり

まとめられた。 

 

（５） 中間加工原料を使用した場合の原材料名の記載方法 

現行の加工食品品質表示基準 Q&A（分かりやすい表示等）問 46では、「加工食

2香辛料及び香辛料エキスの区分に該当するものにあっては、原材料に占める重量の割合が２％以下であれ

ば、「香辛料」又は「混合香辛料」とまとめて記載できる。 
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品の原材料は、最終製品を製造する事業者が使用する状態の原材料を、一般的

名称で記載することを基本とする。」と記載されている。 

このため、Q&A 問 46 の考え方を横断的事項として新基準案にも取り入れる方

向性がとりまとめられた。 

 

表２－２ 中間加工原料を使用した場合の原材料名の表示例 

 

 

（６） 品目ごとに定める原材料名の表示の方法 

原材料名の表示の方法について、原材料名の表示順序、複合原材料の表示方

法、原材料名の一部まとめ書きの表示方法、簡略表記、中間加工原料を使用し

た場合の原材料名の記載方法は、前述に述べたとおりの共通ルールに基づく新

基準案の方向性が示されたが、共通ルールによらず、品目ごとに原材料名の表

示の方法を定めるものについては、表２‐３のとおり現行基準のまま品目ごと

に整理する方向性がとりまとめられた。 
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表２－３ 品目ごとに定める原材料名の表示の方法 

 

 

 

２－３ 内容量の表示の方法 

内容量の表示の方法については、現行の加工食品品質表示基準第４条に規定

される表示の方法を共通ルールとする方向性がとりまとめられた。 

 ただし、共通ルールに加えて、製品の一部の構成等について付加的に重量を

記載するなど、計量法によらない個別の品質表示基準のルールについては品目

(表２－４)ごとに、現行基準のままとする方向性が示された。 
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表２－４ 計量法によらない個別の品質表示基準のルールを適用する品目 
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